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会   議   録  

会議の名称 第３０回小金井市公立保育園運営協議会次第  

事 務 局 子ども家庭部保育課  

開 催 日 時  平成２８年５月２１日（土）午後３時３０分～５時２０分  

開 催 場 所 市役所本庁舎  第一会議室  

出 

席 

者 

五 

園 

連 

東海林一基  委員（くりのみ保育園）         

萩原  佐和  委員（くりのみ保育園）         

細部真佐子  委員（わかたけ保育園）         

石倉  秀一  委員（わかたけ保育園）         

内田  明美  委員（小金井保育園）          

長澤  麻紀  委員（小金井保育園）          

石澤  和絵  委員（さくら保育園）          

本間  義顕  委員（さくら保育園）          

大井  優子  委員（けやき保育園）          

角田  真理  委員（けやき保育園）          

市 

河野  律子  委員（子ども家庭部長）         

鈴木  遵矢  委員（保育課長）            

菅野  佳高  委員（保育政策担当課長）  

前島  美和  委員（くりのみ保育園園長）       

杉山  久子  委員（わかたけ保育園園長）       

小方  久美  委員（小金井保育園園長）        

福野  敬子  委員（さくら保育園園長）        

海野  仁子  委員（けやき保育園園長）        

欠
席
者 

  

傍聴の可否 可  ・  一部不可  ・  不可  

傍 聴 者 数  ２１人  

会 議 次 第 

１  開会  

２  挨拶  

３  委嘱状交付  

４  自己紹介  

５  議事  

 ⑴  共同委員長（第３条第１号選出委員）の選任  

 ⑵  会議の運営に係る確認  

  ア  小金井市公立保育園運営協議会の運営方針に関する  

    覚書の確認について  

  イ  会議の公開等について  

 ⑶  当面の課題について  

 ⑷  次回日程の確認  
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 ⑸  その他  

発言内容・  

発言者名（主

な発言要旨） 

別紙のとおり  

会議結果  

１  開会  

２  挨拶  

３  委嘱状交付  

４  自己紹介  

５  議事  

 ⑴  共同委員長（第３条第１号選出委員）の選任  

   東海林委員（くりのみ保育園）を共同委員長に選任し

た。   

 ⑵  会議の運営に係る確認  

  ア  小金井市公立保育園運営協議会の運営方針に関する  

    覚書の確認について  

    会全体で覚書を確認した。  

  イ  会議の公開等について  

    膨張を認めること、会議録（全文記録）の公開を確

認した。また、傍聴席用資料は、１５部用意すること

とした。   

 ⑶  当面の課題について  

   資料１２６により職員の募集配置状況について確認

し、次回の会議で職員の配置表を資料提出することとし

た。また、施設視察について、調整することとした。  

 ⑷  次回日程の確認  

  平成２８年７月３０日（土）１５時３０分から開催する  

  こととした。  

 ⑸  その他  

提 出 資 料 

 ⑴  小金井市公立保育園運営協議会委員（第２期）名簿  

   （資料１２５）  

 ⑵  職員の募集配置状況（資料１２６）  

 ⑶  小金井市公立保育園運営協議会（第１期）活動実績  

   （資料１２７）  

そ の 他 なし  
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第 30 回小金井市公立保育園運営協議会  会議録  

平成 28年 5月 21日  

 

 

開   会  

○河野委員長   それでは、ただいまから小金井市公立保育園運営協議会の会議を

開会いたします。座ったままで失礼いたします。私は、子ども家庭

部長の河野と申します。どうぞよろしくお願いいたします。  

 本日はお忙しい中、このような時間帯にご参集いただきまして、

ありがとうございます。また、本市保育行政に日ごろからご協力い

ただきまして、感謝を申し上げます。  

 この運営協議会の協議を参考にしながら、市としては、保育サー

ビスの向上に努めてまいりますので、皆さん、今後ともどうぞよろ

しくお願いいたします。  

 会議の進行につきましては、小金井市公立保育園運営協議会設置

要綱、お手元に配付してございますので、ごらんいただければと思

います。  

 こちらの要綱第５条第１項の規定によりまして、子ども家庭部長

と要綱第３条第１号の部分、公立保育園の保護者の委員から選出さ

れた委員長の２人による共同委員長で運営していく形式となってご

ざいます。後ほどの議事で共同委員長の選任がなされるまで、私の

ほうで議事を進行させていただきますので、よろしくお願いします。 

 それでは、既に机の上に配付してございます次第に従いまして進

行してまいります。  

 議事に入ります前に、委嘱状の交付を行いたいと思います。本来

であれば、市長が出席をいたしまして、ご挨拶を申し上げた上で委

嘱状を交付させていただくところでございますけれども、本日は、

他の公務と重なっておりまして、欠席させていただきますので、机

上への配付をさせていただいております。皆様のお手元の封筒の中

に委嘱状が入っておりますので、ご確認いただければと思います。

ご確認いただけましたでしょうか。お間違い等はございませんか。

ありがとうございます。  

 それでは、本日は第２期最初の運営協議となりますので、委員の

皆様に、まず、自己紹介をお願いしたいと思います。なお、資料と

いたしまして、小金井市公立保育園運営協議会委員第２期の名簿を

作成いたしまして、お配りしてございますので、こちらのほうも氏

名等に誤りがないかご確認をお願いしたいと思います。  

 それでは、東海林委員のほうから時計回りにご挨拶をお願いした

いと思います。よろしくお願いします。  

○東海林委員   くりのみ保育園の東海林です。よろしくお願いいたします。  

 私は、第１期に続いて継続で一応委員ということでさせていただ

きます。第１期はかなりいろいろなことを話したんですけども、そ

のいいところを引き継ぎつつ、また、この第２期でも有意義な協議

ができればいいなと思ってますので、よろしくお願いいたします。  
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○萩原委員    くりのみ保育園の萩原です。よろしくお願いします。有意義な協

議ができるように頑張りますので、よろしくお願いします。  

○細部委員    わかたけ保育園の細部と申します。１期の途中から委員をしてお

りまして、第２期も引き続きやらせていただきたいと思います。子

どもたちがよりよい保育を受けられるように、少しでも協力できる

ように頑張りたいと思います。よろしくお願いします。  

○石倉委員    わかたけ保育園、石倉と申します。今回、第２期、初めてこちら

のほうに参加させていただきます。小金井の保育はすごくすばらし

いと思いますので、よりよい保育になるようにここで一生懸命勉強

して協議できればと思います。よろしくお願いいたします。  

○内田委員    小金井保育園の内田です。今回から初めての参加になるんですけ

ども、ちょっとまだまだわからないことがたくさんあるんですが、

勉強していきたいと思います。よろしくお願いいたします。  

○長澤委員    小金井保育園の長澤です。２月、３月に二度ほど傍聴させていた

だきました。息子が年長なので１年限りかもしれないんですけれど

も、今期は委員となって積極的に発言させていただきたいなと思っ

てますので、よろしくお願いいたします。  

○石澤委員    さくら保育園の石澤です。１期の途中から委員をさせていただい

て、２期目も引き続き行うことになりました。小金井の保育、どん

なことが行われているかっていうのは、この場ではすごく聞くこと

ができる場だと思っていますので、またそういったことをいろいろ

教えていただきながら、よりよいものを目指していきたいなと思っ

ています。よろしくお願いします。  

○本間委員    さくら保育園の本間と申します。今回から初めて運営協議会のほ

うに参加させていただきます。こちらの第１期からいろいろと議論

をされているということではありますけれども、また、引き続き公

立保育園の今後の保育をどうよくしていくかというところについて、

いろいろとお話をさせていただければなと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。  

○大井委員    けやき保育園の大井と申します。自分の子どもですとか、将来の

子どもたちにとってとても大切な話し合いがなされる場だと思って

ますので、勉強させていただきながら参加していきたいと思ってま

す。よろしくお願いいたします。  

○角田委員    同じく、けやき保育園の角田と申します。今期から初めての参加

になります。子どもを毎日通わせていて、小金井の公立ならではの

保育の質のよさというものを再認識しながら有意義な議論にしてい

ければいいと思っております。２年間よろしくお願いいたします。  

○海野委員    けやき保育園の海野です。この間、保護者の皆さんにすごく力強

い言葉をいただいて、あ、頑張らなくちゃって、本当にここの会に

来ると思います。今期も頑張ります。  

○福野委員    さくら保育園の福野と申します。よろしくお願いします。  

 私も保護者に理解してもらうように、保育の質をこのまま、これ

以上、もっとよくしていくように頑張っていきたいと思いますので、

よろしくお願いします。  
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○小方委員    小金井保育園の小方です。保育を伝えていくっていうことの下手

くそさをしみじみ感じた前回だったんですけれども、今期も皆さん

の熱意をシャワーのように浴びながら勉強させていただこうと思っ

ています。よろしくお願いします。  

○杉山委員    わかたけ保育園の杉山です。子どもたちを真ん中にして一緒に保

育を考えていけたらっていうふうにずっと思っていて、この場がや

はりそういうところがすごく力強く励まされてやれてきたなと思っ

ています。またこれからもよろしくお願いいたします。  

○前島委員    くりのみ保育園の前島です。私も保護者の方々の意見を聞く場で

とても自分にとって勉強になると思っていますので、今年もどうぞ

よろしくお願いいたします。  

○菅野委員    どうも皆さん、こんにちは。私、保育政策担当課長の菅野と申し

ます。この４月から拝命いたしまして、まだ勉強することがいっぱ

いございますが、市の保育行政、よりよいものにしてまいりたいと

思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

○鈴木委員    保育課長の鈴木と申します。おまえの顔はもう見飽きたと言われ

そうですね。今度５年生になります。自分が保育課に来たときに入

所された子どもが年長っていうんですか、大きく育っているんだな

と思うと感慨深いものがございます。  

 公立保育園運営協議会につきましては、保護者の皆さんのご協力

をいただきながらさまざま議論をしてまいりました。我々すごく勉

強になる場だと思っております。忌憚のないご意見をいただきなが

ら、また、我々のほうもいろいろ情報提供しながら、よりよい保育

を目指していければと思っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。  

○河野委員長   それではありがとうございました。皆さん、２年間よろしくお願

いいたします。  

 続きまして、議事の⑴の共同委員長の選任を議題といたします。  

 共同委員長は、先ほど申し上げました要綱第５条第１項の規定に

よりまして、第３条第１号の委員のうちから互選することとなって

ございます。どなたか立候補ないしご推薦があればお願いしたいと

思いますが、いかがでしょうか。  

○東海林委員   ちょっと相談させていただいていいですか。  

○河野委員長   それでは、保護者の方々でちょっとご相談をお願いできればと思

いますので、よろしくお願いします。  

○東海林委員   最後のチャンスですけど、どなたか我こそはという方はいらっし

ゃらないですかね。  

○細部委員    ぜひ東海林さんにお願いしたいです。  

○河野委員長   お声がありましたけれども、東海林委員でということで推薦のほ

うがございました。ご快諾いただけるということで、ただいま共同

委員長に選任されました東海林委員におかれましては、こちらの委

員長席のほうに移動をお願いしたいと思います。  

 早々で恐縮なんですけれども、東海林委員長にご挨拶をお願いし

たいと思います。  
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○東海林委員長  共同委員長ということで任命を受けました東海林でございます。

精いっぱい頑張ろうと思いますので、よろしくお願いいたします。

（拍手）  

○河野委員長   よろしくお願いいたします。  

 それでは、続きまして、議事の２の会議の運営に係る確認を議題

といたします。  

 まず、保育課長のほうから説明をいたします。  

○鈴木委員    それでは、座ったまま失礼いたします。  

 まず、アですね、小金井市公立保育園運営協議会の運営方針に関

する覚書の確認についてです。  

 この覚書は、平成２５年１２月１８日に運営協議会第１期の共同

委員長間で会議の運営方針に関して確認を行ったものです。第２期

の運営協議会においても、覚書について引き続き確認を行うことで

よろしいでしょうか。  

 それでは、次に、イ、会議の公開等についてです。  

 開会前にちょっと確認をしたところでございますが、会議でも確

認をさせていただきます。  

 会議の公開につきましては、小金井市市民参加条例第６条第１項

で原則として公開すると規定されています。会議の公開には、傍聴

と会議録の公開がございます。この協議会は傍聴を可とし、また、

会議録を公開することといたしたいと考えます。また、会議録は全

文記録とし、記録用の録音をとらせていただきます。また、発言者

の氏名を記載したいと考えますが、いかがでしょうか。よろしいで

しょうか。それから、また、第１期の検討協議会において、傍聴席

に意見提案シートを置き、傍聴者からの意見、提案の提出も認めて

おりました。提出された意見、提案につきましては、当協議会にそ

の全文、氏名、連絡先を除く全文を参考資料として配付し、また、

市のホームページで公開をしておりました。引き続き同様の対応を

したいと考えます。何かご意見等ございますでしょうか。よろしい

でしょうか。  

 全体として、何かご質問等あればと思います。今の運営等につき

ましてですね。  

○細部委員    すみません。わかたけ保育園の細部ですが、この覚書の確認につ

いてということで、今これでさらっと流れたんですが、初めて参加

される方は覚書が何だっていうのはよくわからず、初めて今、目に

されていると思うので、何か項目だけでもさらっとご説明があると

いいなと思うんですが。  

○東海林委員長  そうですね、項目の説明については。  

○鈴木委員    じゃあ、私のほうから読み上げるような形でよろしいですか。  

 先ほどお話ししましたように、平成２５年１２月１８日、２０１

３年の１２月１８日に、当時の子ども家庭部長と前期の共同委員長

であった三橋さんの間で覚書を交わしています。ちょっと読み上げ

させていただきます。  

 小金井市公立保育園運営協議会（以下「協議会」という）の協議
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事項については、市が策定した「小金井市公立保育園運営協議会設

置要綱」及び「小金井市公立保育園運営協議会設置に当たって」に

おいて示されており、協議事項は公立保育園の現状の評価及びニー

ズ等を検討・協議を通して公立保育園のあるべき姿を協議、検討す

ることであるが、協議会は、今後実際に運営を行うに当たり、以下

のとおり運営方針の確認を行った。  

 １、公立保育園の将来の運営形態については、民間等への委託（公

設民営）・委譲（民設民営）を行うことを協議の前提にせず、あら

ゆる可能性を排除せずに協議を行うこと。  

 市は「保育業務の総合的な見直しについて」の中で民間等への委

託及びその後の民設民営を行う考えについて言及しているが、その

考えは「第３次行財政改革大綱」に基づくものであり、具体的な公

立保育園の将来の運営形態については、市として決定しているもの

ではなく、協議会においては、今後の検討過程の中でそれとは異な

った意見がまとまる可能性を排除せずに協議を行うものである。  

 ２、協議会では、委託の是非に関する結論を出すことを目的とは

しないが、結論が出ることを否定するものではないこと。  

 公立保育園のあるべき姿に関する協議を行う中では、民間等へ委

託を行った場合の園児や父母等への影響、財政効果等の検討を行う

ことが想定される。その議論の過程の中で、協議会として委託の是

非に関する意見がまとまることを否定するかものではない。  

 ３、協議会は、父母や市民に広く公開し、可能な限り開かれたも

のとし、委員以外の声にも配慮した運営を行うこと。  

 協議会の委員は、現在の利用者及び運営者であり、実際に利用及

び運営を行う中での評価や課題（場合によっては、利用者や運営者

しか気がつかない内容もあり得る）を取りまとめることが主要な目

的である。一方で、将来のあるべき姿を検討・協議するに当たって

は、将来の利用者や市民に理解をしていただけるように協議を行う

必要がある。また、他市の動向に関する情報や有識者等の第三者の

意見も有用である。よって、協議会は原則公開とするほか、文書で

の意見の受付も行う。また、必要に応じてアンケートや意見交換会

を実施し、あるべき姿を検討するに当たっては、他自治体との比較

やこれまでの第三者評価の結果の分析と可能な限り客観的な議論に

努め、将来の利用者や市民にも理解をされるような協議・検討内容

に努めるものである。  

 ４、報告書を可能な限りまとめること。  

 当協議会は、市の諮問機関ではなく、報告書を作成することも義

務にはなっていないが、協議結果を広く父母や市民に示し、今後の

公立保育園の運営に活用していただくためにも可能な限り報告書を

まとめるものとする。なお、報告書の結論は一つではなく、複数の

案となることもあり得るものである。報告書が策定された場合、市

はその内容を尊重し、その後の父母や市民に対する説明会等で説明

する際に活用するものとする。  

 ５、協議スケジュールについては、協議会の中で確認を行うこと。  
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 「保育業務の総合的な見直しについて」では、平成２７年４月よ

り新たな運営形態での開始となっているが、協議会の設置は既に送

れており、協議事項を鑑みれば、今後、協議会の中でスケジュール

を確認する必要がある。また、運営協議会において協議を行ってい

る間に市が総合的見直しの結論を出すことは市側及び父母側双方の

相互理解を得ずに進めることとなる点に留意する必要がある。  

 ６、上記１から５の運営方針に変更がある場合には、事前に協議

会にて協議を行うこととし、その後の運営方針についての改めて確

認を行うこと。というのが覚書の全文であります。  

○東海林委員長  ちょっと補足させていただきますと、委員長の名前のところを見

ていただきたいんですけども、川村委員長、それから三橋委員長と

いう形になっているかと思います。三橋委員長は、第１期の父母の

選任の委員長でありまして、川村委員長は、当時運協ができたとき

の子ども家庭部長だった方です。この間、１期の間で１回子ども家

庭部長の交代がありまして、そのときも同じやり方をとったんです

けれども、特に名前の上書きっていうのはせずに、そのときは変わ

ったのは子ども家庭部長のほうの委員長だけであったので、会の中

で名前は川村さんという形になってますけれども、新しい部長さん

としての委員長のほうでも承認というような形で整理してやったよ

うな形になってます。なので、今回についても、今回は父母のほう

の委員長も三橋さんから私にかわってるんですけども、同じやり方

でこの会の中で特に上書きっていうのはせず、ただ、会全体として

この覚書を守っていくというのは、はっきりと議事として残してお

くと、決定しているという、そういうやり方を今しようとしてるん

ですけども。それでよろしいですか。  

（「はい」の声あり）  

○東海林委員長  ということで、もし委員の方からご異議がなければ、これをもっ

てという形にしたいんですけど、いかがでしょうか。大丈夫ですか。

内容についての質問とかって何かあれば、後で出していただけると。

今特段なければ、また次回以降でも構いませんので、じゃあそんな

感じでこれは大丈夫ですかね。  

 それから、続けて、すみません。イの会議の公開についてなんで

すけども、ちょっとこれ事務局の方へのお願いなんですけど、今期

からちょっと保育園の保護者の方に傍聴をもうちょっとぜひ来てく

ださいということで呼びかけをしてるんで、もし、今って資料って

何部刷られるんですか。  

○鈴木委員    傍聴席用に７部作ってます。  

○東海林委員長  もうちょっと増やしていただけると。  

○鈴木委員    それは可能です。  

○東海林委員長  大丈夫ですか。  

○鈴木委員    どれぐらい必要とお考えですか。  

○東海林委員長  どれぐらい、きょうの時点で今７部だと、でも、ほとんどの方足

りてないんです。１４部ですか。１４部足りてないので、２回目以

降、どのぐらいの方が来られるかわからないんですけど、２０ぐら
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いはあるんじゃないかと思うんですけど。  

○鈴木委員    確認ですが、通常、市の行う会議の傍聴席に資料を置く場合、全

員分は用意してないのです。例えば、市議会でも記者席含めて、た

しか自分が行ったとき７部ぐらいだったんですね。今回それに合わ

せて作っていたんですけども、今後２０部で確定ということなら、

お願いしたいのは、持ち帰りはご遠慮いただきたい。今後、積んで

いきたいんですね。今回の分、その次の分というふうに。２０部作

るのは全然構わないんですけども、持ち帰りはご遠慮いただきたい

んですね。  

○東海林委員長  もともと確定してないという位置づけなんでしたっけ。  

○鈴木委員    資料については、基本的に来た人が持ち帰れる取り扱いは余り望

ましくないというのと、それから、ホームページでも公開しますの

で、必要な方は自分でダウンロードして、できればプリントしてい

ただくという考え方です。前回とか前々回の資料も協議の内容によ

ってはさかのぼってお話しすることも今後あると思うんで、今まで

やってなかったんですけども、今後積み重ねていきたい。というふ

うに考えているので、お持ち帰りはぜひご遠慮いただいて、２０部

なら２０部で準備させていただくという形で整理させていただけれ

ばと思うんですけども。  

○東海林委員長  傍聴に来ていただいて、話を理解する上ではやっぱり資料は手元

にあるのにこしたことはないと思うので、持ち帰りは今、保育課長

のほうから話があったとおりで構わないとは思うんですけども、ど

うでしょうか。数もうちょっと増やしたほうがいいんじゃないかと

僕は思うんですけれども、皆さんは。あったとほうがいいのはいい

んですけど。２０、多過ぎっていうのかな。  

○細部委員    この５園で、５の倍数のほうが。  

○東海林委員長  回してみれば十分というのもあるのはあるんで、増えていくと、

確かに２０ってちょっとどうですかね、どの辺が落としどころ。確

かに父母側は５の倍数で、各園２部ずつぐらい。  

○萩原委員    １０プラスアルファであれば、可能…、どうなんですかね。  

○東海林委員長  でも、これは保護者委員のほうの都合なんですけども、ぜひ傍聴

には来ていただきたいということをお願いしてるので、当面じゃあ

１５でいい。  

○細部委員    間をとって１５ということ。  

○東海林委員長  で用意していただいて、余りにボリュームが増えたり、１回１回

ですごい紙がいっぱいとかってなっちゃったらまた考えるっていう

形で。  

○鈴木委員    そうですね、あと申しわけございません。場合によっては、冊子

を皆さんにお配りすることもあると思うんですよね。冊子を状況に

よっては必要数揃えられず、傍聴席用として１５部準備できないこ

ともありますので、そういった場合はちょっとご容赦いただきたい

と思います。  

○東海林委員長  ほかに何か、委員の方でここまでで聞いときたいとかってありま

すでしょうか。ちなみにさっき議事録の話がありましたけど、僕が
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既に今この時点でできてないんですけど、発言前に自分の名前を言

うことに一応なってるんです。録音を聞いたときに、特に最初のう

ちはこの声が誰の声ってわからないと思うので、くりのみの東海林

ですって言って話し始めることに一応なってますのでお伝えしてお

きます。大丈夫でしょうか。  

 じゃあ次に行っていただいて、お願いします。  

○河野委員長   それでは、再度確認だけさせていただきます。覚書については、

引き続き確認ということと、傍聴を認めると、会議録は全文記録で

公開をすると。資料は次回から当面１５部を用意するということと、

意見提案シートを参考資料として会のほうに配付するということで

確認をいたしました。  

 続きまして、３の当面の課題についてを行いたいと思います。資

料が提出をされておりまして、資料１２６の職員の募集配置状況で

あります。  

 こちらの説明を事務局からお願いします。  

○菅野委員    政策担当課長の菅野でございます。それでは、資料１２６につい

てご説明をさせていただきます。  

 本資料は、本年４月１５日現在の臨時職員の募集配置状況をお示

ししたものでございます。本資料につきましては、毎回提出されて

いたということに基づきましての作成でございます。なお、本資料

の作成に当たりましては、職員課より毎月１５日前に提供いただい

た資料をもとに作成してるところでございますが、５月１５日現在

の状況につきましては、提供が遅れたことから、今回につきまして

は、４月１５日現在としてございます。次回の資料につきましては、

５月１５日現在も含めて作成したいと思っておりますので、ご了承

いただければと存じます。  

 続きまして、表の見方でございますけれども、本来、臨時職員の

週当たりの雇用時間につきましては、下段にもございますが、週５

日、７時間３０分の３７時間３０分となってございます。これに満

たない状況についてをお示ししたものでございます。前回の３月１

５日現在と比較いたしまして、５園におきましては、前回は２．３

８人が不足人数でございましたが、今回は５．０２人というふうに

なってございます。増となった主な要因は、小金井保育園におきま

す最後の２段の部分でございますが、こちらは育児休業代替の職員

にかわる臨時職員が採用に至っていないことが上げられるところで

ございます。引き続き適正な臨時職員の配置を、職員課と調整して

対応してまいりたいと考えております。説明は以上でございます。  

○河野委員長   説明が終わりました。何かご質疑ございますでしょうか。  

○細部委員    わかたけ保育園の細部です。今２．３８から５．０２に増えたと

いうことで、これ年度の初めなのにすごく大きな人数が足りない状

況って、結構、特に小金井さん見ていると大丈夫なのっていう状況

だと思うんですけれども、今、育児休業代替がちょっと間に合わな

かったという２人もなぜ間に合わなかったというところを教えてい

ただきたいのと、あと、それ以外にも約１人分足りてない状況で、
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この列を見ても、人数全然足りてない感じですよね。ちょっと見た

だけなんですけれども、その辺の状況を教えていただきたいなと思

います。  

○菅野委員    では、私のほうからお答えをさせていただきます。  

 まず育児休業代替の職員というのは、正式には採用試験という形

で行います。これにつきましては、職員課のほうで採用募集をかけ

るんですけれども、まず、募集人員が足らなかったということが要

因として挙げられます。採用に至ってないということです。必ずし

も来たから、お見えになられた、受験されたから合格するというも

のではなくて、当然この人はちょっと難しいかなとなれば不合格、

不採用となりますので、そういった状況になりますと、今度かわり

に臨時職員さんという雇用になるんですが、なかなか臨時職員さん

につきましても、これは試験ではなく、登録制で職員課は行ってい

ます。しかし、登録人員が全然追いつかない、足らないという状況

で、今回、小金井保育園さんもそうですし、ほかの５園さん含めて、

こちらも依頼をかけてるところではございますけれども、なかなか

応募がないというところでございます。私のほうといたしましても、

やはり安全で安心な保育園運営を行っていく上で、正規の職員もそ

うですし、非常勤さん、臨時職員さん含めて働いてらっしゃる皆さ

んに負担が増えることはやはりよろしくないというふうに考えてお

りますので、引き続いて、先ほど申し上げましたとおり、職員課に

なるべく早く対応できるようにということでお願いはしていきたい

と考えております。以上です。  

○長澤委員    すみません。小金井保育園の長澤です。育児休業代替って、育児

休業なので大分前からわかってると思うんですけど、大体募集って

いつぐらいからどのぐらいの期間で採用しようと思ってかけてらっ

しゃるんですか。  

○鈴木委員    でも、申請が出てくるタイミングがありますね。  

○小方委員    つけ足してもいいですか。小金井保育園の小方です。これの２人

のうちの１人は私、どこまで言っていいのか。  

○鈴木委員    個人が特定できない範囲で。  

○小方委員    はい、もう１年本当は雇用が決まってたんですが、他市の正規職

員の試験に合格して１人は消えました。そして、もう１人について

は、一応決まってた方はいたんですが、家庭の事情でだめになって、

その後、これ育児休業代替の任期つきなんですが、正規職員分の任

期つき職員もとらなければならず、そっちのほうが優先されました。

なので、そっちは埋まったんだけれども、こっちが埋まらなくなっ

たっていう状況があり、４月は２つ欠っていう枠が増えたという状

況でした。  

○細部委員    すみません、わかたけの細部ですが、ちょっと去年から結構任期

つきの代替職員の話って話題に出ていたと思っていて、今回の春で

その２年の任期付の方とかが結構一気にばあっていなくなったんで

す。間違えました、今年の春、今度の春ですか。来年の春か。あ、

わかりました。今こういうふうに募集をかけても応募がないってい
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うのは、結構２年ぐらい前からよくお話を聞いているような状況に

あって、昨今の状況からも、これは小金井市に限ったわけではなく

て、もう特に都市部は保育士足りないっていうのはすごく言われて

いますのよね。まだ多分当面その状況は改善はされなくて悪化して

いくんじゃないかなというふうに思っているんですけれども、そう

なると、ずっと同じことを繰り返すのではなくて、もう少し、例え

ば代替の方でも長く雇用できるようにするとか、それから、待遇の

問題はちょっと難しいかもしれないんですけれども、それか、例え

ば１度やった方、パートの方でも例えば制限を決めないで引き続き、

前１カ月あけないと採用できないから１回とにかくやめてもらわな

きゃいけないっていうのが話題になっていたんですけれど、その辺

が改善されてるのかが多分回答なかったですよね。書いてありまし

たっけ、前のとき。  

○東海林委員長  変更なしなんですね。  

○鈴木委員    すみません、では、私のほうから。臨時職員の雇用について、臨

時的な職ということから、今、細部さんからありましたように、昨

年度中は一月期間をあけないと再度雇用できないっていう運用でや

っていたところです。今年からは改善しているんだよね。なので、

一月あけずに雇用継続できるように２８年４月からは変更している

はずです。  

○細部委員    それでもこういう状況になってしまってるということなんですね。

そうすると、何か募集してもらいやすいような手を打っていかない

と、なかなか他市のその採用のほうに行かれちゃう方も多くて、保

育士の確保していくの難しいんじゃないかなというのがすごく気に

なります。正規職員の採用がとめられちゃっているっていうところ

も大きいと思うので、ここまでやはり欠員がずっと常にある状態が

続いているのは余り好ましくないと思うので、いろいろあるとは思

うんですけれども、早くきちんと正規職員を採用して、正規ってい

うのは任期付ではない職員が採用してもらえるような形に検討して

もらえたらなというふうにはすごく思います。  

○河野委員長   ほかにございますか。  

○萩原委員    くりのみの萩原です。実際この欠員が出た場合って、４月はどう

いう対応をされたんでしょうか。その欠員が出てしまった分の保育

自体。  

○小方委員    小金井の小方です。欠員の分は、ほかのクラスから欠員のクラス

に応援に回るっていう形です。あと、この０．幾つっていうたくさ

んのは朝夕の時間が欠けてるっていうところなので、そこは物すご

く応援に行くわけではなくって細かく体制を組んで朝夕の非常勤職

員を使ったり、お互いのやっぱり穴埋め状態で埋めていたっていう、

だから、そこのクラスにいるべき人じゃない人がちょこちょこちょ

こちょこ入っていたっていうのが現状でした。  

○萩原委員    すみません。応援、もとは足りなくなることはないんですかね。  

○小方委員    もとは足りなくならないですが、足りなくはならないです。  

○萩原委員    足りなくはならない。  
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○小方委員    人員配置上は足りなくはないんですが、やっぱり活動は制限され

たりします。散歩に行きたかったけれども、行けなかったわねって

いうこととかは実際にあったりします。  

○萩原委員    ありがとうございます。  

○東海林委員長  東海林ですけども、すみません。足りなくはならないっていうの

って、国とかの基準は下回らないっていう、そういう意味なんです

よね。  

○小方委員    はい。  

○東海林委員長  だから、ふだんの保育からすると、人数自体は減ってはいるんで

すよね。ふだんっていうとあれですけど。  

○小方委員    正直、４月は４、５歳クラスは担任２人そろってた日はほとんど

ないです。なので、去年少しお話ししたかと思うんですけれども、

３歳と５歳がペアになって散歩に行ったりとか、そういうことでも

のすごく子どもに負担はっていうのはなかったんですが、やっぱり

４、５歳も新人が、子どもたち新入児が入ってきて落ちついた環境

を整えたいっていうのはありましたし、そこでやっぱり毎日応援に

行くっていう状況があったっていうのは確かです。  

○細部委員    わかたけの細部ですが、前のように事務室のほうに人がいないみ

たいな状況もやはりあったりはするんですか。  

○小方委員    電話が、誰も電話をとれなくって、外からの電話がつながらない

っていう状況になったことがあったりしましたし、やっぱり４月で

も保育園の見学だったり、小金井は一時保育をやってるので、一時

保育の面接とかも入ったりするので走ってました、私も。  

○石澤委員    さくら保育園の石澤です。本当に大変な状況で多分お仕事勤務組

まれるのすごい大変なのかなと思うんですけど、こういう現状で、

例えば応援に行って、４、５歳児は１人しかいないとかっていうの

は、やっぱり通ってらっしゃる保護者の方にもお伝えしていたりす

る感じなんですか。  

○小方委員    してます。今年本当はこれだけ必要なのにこれしかいない、これ

しかいないっていうか、こんぐらいの人ですっていうのを一覧表に

して年度末とあと新年度、園だよりで載せて保護者の皆さんにもお

知らせしました。細かい日々の動きについては、説明は十分だった

かどうかはちょっとわからないんですが、はい。  

○石澤委員    何か不安な声とか何か上がったりとかはないですかね。  

○小方委員    ２人欠員っていうことに関しては、やっぱり物すごく声が上がり

ました、はい。  

○石澤委員    ありがとうございました。  

○石倉委員    わかたけの石倉です。僕ちょっと不勉強で大変恐縮なんですけど

も、この資料はこれ年度末があるから出してきた。言い方変えると、

臨時職員さんのこういう傾向って年度末で切れたりするので、こう

いう単純計算で２．７人ぐらい全体足らないみたいな話があって、

この過去がわからないんで、ずっとこういう傾向が続いているのか、

それとも、ここだけがイレギュラーなのかっていうのをまず教えて

いただきたいんですけども、これどちらなんですか。  
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○鈴木委員    波はあるけど、傾向としてはこういう傾向です。  

○石倉委員    ということは、常に基本的には足らない状態で、なおかつ今回、

３月から４月というのが余計前月と差分が出たっていうイメージで

捉えていて間違いないでしょうか。  

○鈴木委員    さっき説明の中で冒頭あったように、７．５時間、５日間という、

言い方としてフルタイムっていうふうに言いますけども、それより

もちょっと短い希望をされる臨時職員の方がいるんですね。週４日

間だけだったらいいですよとか、あるいは、５日間来てもいいけど

短い時間が希望ですとなったときに、小数点何時間分とかいう形で

こういう細々したのが出てくるっていうのがあるんですね。我とし

ては、そのフルタイムの臨職さんがはまってくれるのが一番ありが

たいんですけども、やっぱり働かれる方の事情があって、だから、

そこで週に１日だけ来てくれる人とか、あるいは、毎日１時間だけ

来てくれるっていう人っていう求人はなかなか難しくて、そういう

ところは埋まっていかないっていうのが実態としてはあるんですよ

ね。なので、これがびっちり全部ゼロにしてやってくっていうのは

なかなか難しいのかなという、採用等を見てるところでは思うとこ

ろもあります。働きたい方の働き方にもいろんなタイプが増えてき

ているんだろうなっていうのも一つ原因としてあるかなというふう

に見ています。  

○石澤委員    さくら保育園の石澤です。そういう短時間の雇用とかっていう募

集とかはしてたりしてるんですか。  

○鈴木委員    例えば、週に１回１時間の保育士の仕事の募集をかけても、多分、

多分というか来ないんですよね。  

○石澤委員    それはそうですよね。  

○鈴木委員    先ほどあったように、登録っていう形で働きたい方が登録したと

きに、うちの保育園の各園からの要望に基づいて職員課のほうがこ

ういう条件でこういう勤務の内容でいかがですかっていうような形

で、登録されてる方とお話をして、いいですよって来る人もいるし、

ちょっとそれじゃあってお断りされてしまうという場合もあります。

なので、週１日だけとかっていう形での募集っていう感じではない

ですね、はい。  

○石澤委員    ありがとうございます。  

○河野委員長   ほかにございますか。  

○東海林委員長  じゃあ、すみません、東海林ですけれども、ここで何点かちょっ

とお願い含めてやるんですけども、まず、可能であれば、４月のと

ころの去年だと思うんですけれど、表を作っていただきましたよね。

あれでやっていただくとすごくわかりやすいのかなと思うんですけ

どどうでしょうか。ぴんとこないですか。くりのみのをよく覚えて

るんですけど、あれは確か５月ぐらいだったと思うんですけど、い

わゆる正規職員の退職の代替を正規に対しての正規の補充をしなく

なった年ってありますよね、２６でしたっけ、２５でしたっけ。そ

れの前後でゼロ歳児クラスの人の配置状況の１週間の表みたいのを

作っていただいた、それです。これって言っても皆さんわからない
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ですよね。  

○鈴木委員    資料８０というので、２７年の６月２３日に開催した協議会の中

で、くりのみ保育園が出してるんですね。２５、２６の比較で、月

から金までの時間帯ごとの職員の配置の表です。  

○東海林委員長  職員の数は出てないですか。小金井、たしか出していた。  

○鈴木委員    出した。  

○小方委員    違う形で。  

○東海林委員長  そうですね。  

○小方委員    あ、これか、８２番。  

○東海林委員長  僕個人としては、あの表がすごく一目瞭然というか、後でもしあ

れだったら回しますけども、もうすごい細切れ状態というか、１時

間ごとにＡさんという保育士の方が入って、その後すぐ別のクラス

からＢさんという、とかっていうような状況がよくわかる表だった

ので。ちなみに、部長は今初めてなんですか。  

○河野委員長   今初めてですね。はい、拝見しました。  

○東海林委員長  当時の佐久間部長もそれを見て結構驚かれてたっていう記憶が僕

はあるので、もしあれだったらゆっくり目を通していただいて。そ

れで、これ作るのかなり大変だったって記憶があるんですけど。  

○河野委員長   そのためにちょっと時間を割いてという。  

○東海林委員長  もちろんふだんは作っていらっしゃらない表だと思うんですけど

も、ただ、これよりかすごく生々しくわかるので、どうですかね。  

○細部委員    わかたけの細部ですけど、次回もしよろしければ、去年のその表

を委員に配っていただければなと思うんですけど、確かに１時間刻

みどころか、たしか１５分刻みで、もうほかのクラスから一旦別の

クラスに行って、またこっちに行ってみたいなことをもうとにかく

あっちこっちでやりくりして、何とか人を埋めていますっていう表

で衝撃を受けるんですね。これで本当にちゃんと子どもの面倒見れ

るんでしょうかっていうような、やはりちょっとびっくりする表な

んですけれども、そうすると、職員が足りてないっていう状況がど

れだけ先生たちにとって負担が大きくて、それが子どもにも影響が

出るんじゃないかっていうリスクをすごく感じられるものなんで、

あるといいなと思うんですが、ただ、今これだけ人も足りてない状

況で園長にこれを作らせる、多分結構時間かかるんじゃないかと思

うんで、作っていただくその仕事を増やすのもちょっとどうかなっ

ていう気はするので、まずちょっと実感として、この人数の表って

いうのが、何か見ると０．幾つっていうので、うん、足りてないん

だとは思うんですけども、どういうふうに実保育に影響が出てるか

っていうのの参考に昨年その作っていただいた表をまずは見ていた

だくでもいいのかなっていう気がちょっとします。  

○東海林委員長  わかりました。逆に言うと、多分この当時の細切れになっちゃっ

てる状況が今もそうだというふうに理解していいでしょうか。  

○小方委員    これは２６年だったので、２６年は、また今と違う何非常勤、特

別非常勤じゃない。  

○鈴木委員    保育非常勤です。  
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○小方委員    保育非常勤っていう、また違う形態のこの１年限りなんですけれ

ど、ここに正規１人のかわりに保育非常勤が２人で入って、それぞ

れ定休日を持つっていう人たちが入った１年間で。２６年はすごい

です。今の表作ったら、ちょっといいよねって感じるぐらい、この

表は。  

○東海林委員長  じゃあ、それは各園同じような感覚なんでしょうか。２６がかな

りひどくて、２８はそこに比べればまあっていう感じ。  

○杉山委員    いや。  

○東海林委員長  でもないですか。じゃあそうすると、少なくとも参考にはなるっ

ていうことですよね。２６のってすごい異常な表になっちゃってる

っていうわけでも、今の状況から見てすごく異常な状況でもないと

思うので、じゃあ、とりあえずおっしゃっていただいたように２６

のを回して、大体こんな感じっていうのがわかりますかね。  

○鈴木委員    単純に各園のシフト表っていうのは、ぱっと素人が見てもわかる

表ではないんですか。  

○小方委員    当番表。  

○鈴木委員    １週間分のシフト表というの。そうすると、例えば、７時の段階

で正規職員プラス朝パートさんという形で、何時から何時はこの人

数、例えば、８時からになると正規が何人出勤してきて、朝パート

さんがその時間帯で大部分になってという、時間で並べた多分シフ

ト表というのを作ってますよね。  

○小方委員    毎日の園務日誌には毎日の体制がそういうふうに立ってるんです

けど。  

○鈴木委員    それって各園共通ですか。  

○杉山委員    わからないと思いますけど、それじゃあ。  

○鈴木委員    それを素人にもわかるように作れないですか。シフト表って各園

で違う。何時番っていうの微妙に違いますよね、確かね。  

○小方委員    違う、うん、違う違う。  

○石倉委員    わかたけ石倉ですけども、ちょっと今の話って多分各園長さんの

すごい負担になるっていうの物すごいするんですけど、さっき雇用

の話で、そういう人がなかなかいない、例えば１時間だけ働きたい

人がいないとかっていう話もあったんですが、ちょっと私もまたこ

れも不勉強で恐縮なんですけど、多分想像するに、この臨職さんの

話って、各園のほうからこのぐらい足らないみたいな話があっての

採用活動だと思って、だから、くりのみさんみたいにプラスになっ

てるところもあれば、小金井さんみたいにがっていうところもあっ

て、それは雇用をする、こういう人が欲しい理想像と世の中の供給

と需要のバランスが合わないんだと思うんですけども、例えば、そ

ういうシフトみたいのをちゃんと作って、それを市とそういうわか

りやすいものを見て照らし合わせたときに、じゃあここ、例えば週

２時間の人じゃなくて、週４時間の人でこうはめたらいいんじゃな

いか、何ならば４時間の人だったらこういうふうに手を挙げてくれ

る人がいるんだよみたいな議論というのはなりにくそうですか。仮

にそれがなりそうだったら、大変稼働がかかると思うんですけど、
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そういう１週間のタイム表を顕在化させて、オペレーションの話だ

と思うんで、合わせていって、じゃあ１時間じゃなくて、ここの人

は４時間の人を入れましょうとか、こういうようなやりとりができ

るのかなって、すみません、素人的にちょっと思ったんですけど、

その辺は感覚というのはいかがですか。  

○小方委員    小金井の小方です。本当は職員課に、例えば、週４日しか働けま

せんという人が来たら、週１日の人を見つけてセットで送ってほし

いんですが、そういうのは全部私たちの仕事で、何日になるか話し

してくださいねっていうので、最大何日働けますっていう人たちを

週に２日です、３日ですとかいう人をペアにさせたり、週に４日働

けますっていう人に、例えばもう片一方の週４日働けて１日穴があ

くところに曜日をずらして来てもらうとか、あと、週４日働ける週

がありますっていうところにもう無理くり来てもらって、どっかの

穴のところにほかのクラスに飛んでもらうとか、そういうのは全部

こちらでやらなきゃならないので、本当はコーディネートして１人

分ですっていって届けてもらえるととっても楽なんですけど。なか

なかです。  

○本間委員    さくら保育園の本間ですけど、確かに時間単位でっていうのは、

例えば、武蔵小金井にある保育園でちょっとやってから、じゃあ東

小金井の保育園に行ってとかっていうのはなかなか難しいとは思う

んですけども、じゃあ１日あいてたりと言ったら言葉悪いんですけ

ど、先ほどちょっとお話があったように、１日だけ来てほしいはち

ょっと厳しいですっていう保育士さんはいても、じゃあ火曜日はこ

っちの保育園で木曜日はこっちの保育園でとかって、そういう募集

ってかけられたりするんですか。  

○鈴木委員    ある意味フリーみたいな人。  

○本間委員    はい、そうですね。その基礎材料として、シフト表、余り細かく

てもいいかもしれないですけど、何かそういった素材あれば、じゃ

あこの保育園とこの保育園と兼務すれば１人雇えるかなっていうよ

うな議論ができるんじゃないかと思うんですけども、そういうこと

って試みとしてはされてたりするんでしょうか。  

○菅野委員    すみません。保育政策担当の菅野です。ちょっとどうなのかなっ

ていうのはあるんですけども、雇用する際に、いわゆる賃金ですね、

臨時職員さんの、賃金がまず支払われます。それとあわせて、通勤

手当みたいなものが出るんですね。仮に通常であれば１つの園です

から、毎月決まった交通費って、通勤手当が出るんですけれども、

場所が変わることによって、その通勤手当が変わってしまいますの

で、職員課のほうで今そういう雇用形態というのはとってないはず

なんですね。もちろんそれができれば一番可能ですし、かといって、

じゃあ交通費が発生しないから、じゃあそうしてよっていうのもど

うなのかというのがちょっとあるんで、その辺はちょっと職員課と

の調整とか、雇用のほうの改定とかっていうのが絡むかなっていう

ふうな気はします。  

○東海林委員長  東海林ですけど、確かにルール上って何かあるんだとは思います
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けども。ただ、この状況って、結構ずっと続いてて、何かすぐ近々

に解決するような話でもないんだとは思いますよね、今の状況です

と。だから、もし今おっしゃったような別の保育園で日替わりでっ

ていうのは園児にとってどうなのかっていうのがあるんですけど、

とはいえ、やめちゃって全く新しい人が入ってきたらそれは大して

変わらないんですかね。日がわりでやって週に２回とかしか来ない

んだけど長期でやってくれるっていう人のほうが考え方によっては

いいとも言えると思うので、なんかその辺はぜひ話して、ルール上

だめだったらハードルが上がっちゃうと思うんですけど、できそう

なんであれば検討してみるっていうのもいいんじゃないかなって思

うんですけども、どうなんでしょう。  

○鈴木委員    そうですね。  

○東海林委員長  まだそういう交渉されたことも多分ないんですよね。  

○鈴木委員    今初めてみたいな話ではあるんですけど、似たような形と言える

かどうかはわかんないんですが、非常勤嘱託職員、給食調理の中で

突発要員というのが１名いて、それはちょっと違うかな、考えとし

ては。  

○小方委員    基本は決まってるから。  

○鈴木委員    基本はある意味、びちっとという言い方は変ですけど、はまって

るわけですよね。今回わかたけに１人給食の突発要員っていう役を

担う非常勤さんがいるんですね。職員の急病とか。  

○杉山委員    病気とか、急な病気とか。  

○鈴木委員    急な病気で休んだときとかに、本来わかたけにいる職員が、その

何かあったところに勤務をするっていうのは、やってはいるところ

ではあるんですけど、その方については、市内の移動は自転車でし

てるんですよね。なので、どこかの園にというか、決まってないで

あちこち行けるっていうのは今までやったことないですね。  

○東海林委員長  何か出張みたいな形では。どっかに配属とはなってるんだけどと。

職員の方は普通にありますね。届け出されているのがあるんですけ

ど。それで現地で勤務するとか、とりあえず今ここでっていう感じ

でもないのかなと。  

○鈴木委員    ここでこうしますとか結論出せないので。  

○東海林委員長  例えば、７月の次の日程あるとして、そこまでの間でちょっと聞

いていただくぐらいのことというか。  

○鈴木委員    ちょっと調べて確認してみたいと思います。  

○海野委員    けやきの海野です。今お話いただいてるようないろんな対応の働

き方を検討するよりも、もう既に働きたいっていうふうな方に対し

ては、いろんな条件をこちらで向こうの働きたい方の条件に合わせ

てやっているっていうような状況なので、そこ問題よりも保育士の

資格を持っていて応募してくる人が圧倒的にいないので、そういう

問題ではないと、どちらかというと。もう単価が低くって１，０５

０円なんですけど、もうほかの民間の保育園の募集がネットを検索

すればぽんぽんって出てくる、全然もう高いところだと時給１，８

００円で保育士が欲しいっていうふうに応募を出しているところは
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たくさんあるんですね、２３区なんかは特にそうなんですけど、保

育園がたくさんできていて、何か獲得競争じゃないですけども、も

うそういうところに完全に乗りおくれちゃっているので、もうそこ

の時点で、時間数とか日にちの問題じゃないっていうところなんで、

処遇を改善してもらわないと、ここの今、保育士不足対策っていう

のはもう全然出遅れているままという感じなんですね。そこです。  

○東海林委員長  そうですけど、それはあくまでも公立なんですか。  

○海野委員    民間、公立保育園の水準でいくと、ほかの自治体とそんなに変わ

らないっていうふうに職員課は話してくれますが、臨職が欲しいっ

ていう数がここは多いので、ほかの自治体、そんなに今募集してな

いんじゃないかなっていうふうなところもあります。なので……。  

○東海林委員長  さっき他市っていうお話、正規なので１人まだ任期が残ってたん

だけどっていう方いらっしゃったって話がありましたけど、結構あ

れも何か象徴的な話なような気がするんですけど、第１期のところ

でも出たかもしれないですけど、他市の募集状況の分析って今結果

が出てるんでしたっけ。  

○鈴木委員    正規職員の募集ということですか。  

○東海林委員長  はい。正規含め、とりあえず正規でもじゃあ。  

○鈴木委員    他市の保育士の採用の条件について確認したことないですね。  

○東海林委員長  だけど今回の非常勤の方については、まさにそれが原因だったわ

けなんですよね。他市のほうでやりたいからということですよね。  

○小方委員    そうです。やっぱり２年とかで決められた雇用よりは、この先ず

っと働きたいと思ってそっちに行くっていうのは自然のことかなと。 

○東海林委員長  やっぱり自然に考えて、ほかのところでやっぱり条件のいい募集

があったら、それはなかなか来ないだろうっていう、募集のところ

の話しするんだとしたらまずそこだと思うんですけど。詳細にまで

は無理でも、何か他市の話って出たんでしたっけ。もし、そうする

と、多分そっちのほうが実りがありますかね。もし７月までに仕上

げていただくということだと。  

○鈴木委員    他市のですか。  

○東海林委員長  保育園またいで働けるかっていうことはあんまり影響がないって

いう話だったじゃないですか。  

○海野委員    またいで働けるかどうかっていうのは、働くほうはとても大変だ

から、いや、それだったらほかのところがいいわになっちゃうので、

またいで働くってすごく大変なことでしょう。なので、そういうこ

とを検討するよりは、もっと普通の条件で働きたいわっていう方が

とれるような条件を作って、単価を高くするっていうような、交通

費がつくようになったので単価を高くするっていうようなことがあ

るといいんじゃないかと思います。  

○東海林委員長  そういうのは事務局でどうですか、他市の状況。７月というタイ

ミングで。今まででも全くやられてないっていうことなんですか。

何か多分それって漫然と続いちゃうんじゃないかっていう気がする

んですけど。  

○鈴木委員    調べようと思えば他市の状況を調べるのは可能です。  
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○東海林委員長  じゃあ７月までに、すごくばっちりの資料じゃないかもしれない

ですけど、ちょっと事務局のほうにお願いするっていうことで大丈

夫ですかね。さっきのまたいで働くっていうのは一旦ちょっとやめ

て、他市の状況っていうのを優先でちょっとやってもらうっていう

感じでよろしいですか。  

○石倉委員    すみません、わかたけ、石倉です。ちょっと話がそれちゃうかも

しれないですけども、多分さっきのけやきの海野園長の話の前に多

分あったのは、来るけど条件が合わないんだみたいなお話があった

んで、だったらっていう話だったんですけど、多分そのお話だと、

そもそもその母数が全然少なくてって話だよっていう認識がすごく

わかっていて、おっしゃるように、私も友人とかに保育士さんとか

いて、やっぱり結構大変なんだけど、お給料もそこそこもらってま

すみたいな結構いて話は聞くんですけど、なので、私も今、東海林

委員長がおっしゃるように、他市がどのぐらい、どういう採用状況

とか、例えば、民間と公設と比較ができないかもしれないけども、

例えば、雇用がどのぐらいで今時給とかでやってるかみたいな、あ

る程度の基礎データがあったほうが議論はしやすいのかなって、現

状がやっぱりそれに対して小金井市のほうがどうかっていう話は、

まだそこは一足飛びに行き過ぎなんで、まずは、我の中でも多摩の

中でどのぐらいの賃金水準だみたいなことをみんな知っとくべきっ

ていうのは、確かにそうかなと思います。  

 もう一個思ったのは、とはいえ、今、小金井の５園で臨職で働い

ていただいている方っていると思うんですけど、何で働いていただ

いてるんですかねっていう、すごい純粋な疑問があって、つまり、

今の現状、お話聞くところからからすると、多分、賃金水準って結

構安いですっていう話もある中で、でもこうやって働いていただい

て、すごく私も含めて子どもの面倒をすごく見ていただいてるじゃ

ないですか。そうすると、何かどっかに小金井市の保育園で働きた

い、家から近いからいいのかみたいな話も含めて、何かしらお金に

まさる魅力みたいなのがあるのかなと思ったんで、その辺も何か知

ってみたいなっていう、ちょっと今感想というか、疑問というか、

思いました。  

○東海林委員長  その辺っていうのはどうなんですか、その、はい。  

○海野委員    けやきの海野です。けやき保育園で長く働いてくださってる臨職

さん、いっぱいいるんですけど、まず、働きやすい職場っていうふ

うにおっしゃいます。それでも１カ月のお休みというのはちょっと

前まであったので、丸々お休みしちゃう人もいるんですけど、その

間ほかのところで働くっていうような方もいらっしゃって、でもや

っぱりけやきに戻ってきてくれるので、どうしてっていうふうに聞

くと、けやきの保育が好きだっていうふうに言ってもらえてすごく

うれしかったなって思って、どういうところって聞くと、子どもに

ちゃんと寄り添ってるって、何か手前みそっていうか自慢みたいで

変なんですけど、小金井の公立保育園ですごく子どもに寄り添って

保育がなされてるっていうこととか、保育士同士がすごく仲よしと



 

21 

 

いうか、風通しがいいっていうようなことは聞きます。  

 新しくできた保育園で正規の募集をしていたので、ちょっと見に

行ったっていう方がいて、散歩の様子とか、お庭で遊んでる様子を

見て考えられなかったっていうふうなことを言っていて、ちょっと

想像ができるんですね。民間保育園の批判っていうわけじゃないん

ですけども、ちょっと想像ができるところがあって、やっぱり今若

い保育士さんばっかりの保育園がすごく民間は増えているんですね。

新しく建って若手をぼんと採って、ベテランがちょっとだけいて指

導に当たってっていうような感じのところ、そういう保育園では、

やっぱり経験の積み上げがなかったりするので、試行錯誤で保育し

てると思うんですけども、やっぱりある程度キャリアのある保育士

から見ると、ああ、もう危なっかしいっていうようなところがある

のかなっていうふうには思います。なので、そういう働きやすさと

かと保育の確かさをわかってもらえてるのかなっていうふうには思

っています。  

○福野委員    さくらの福野です。さくらで長く働いてくれている臨職さんは２

人ペアで、元正規の保育士を辞めて、扶養範囲内で働きたいという

方です。あと、職員課がホームページとか市報で募集をかけてもな

かなか臨職さんが集まらなかったのですが、いろいろな手だてで友

達の友達で３月末で仕事を辞めたっという方が４月の中旬ごろから

臨職で来てくれました。その方は、今までいた保育園が大変で疲れ

たから３月で辞めたそうです。その方も週に一、二回のお休みをと

る勤務をしています。臨職さんでフルに働くのだったら、正規のと

ころに求人に行くのではないかと思っています。  

○東海林委員長  いいですか、東海林ですけど、何か今の話は小金井市の保育って

いうのを客観的に見る上ですごく参考になる話のような気がして、

ぜひ、また、えっておっしゃるかもしれないですけど、資料化を、

いや、でも、ここでやっぱり言ってても、議事録には残るんですけ

ど、どうしても流れちゃって、でも今おっしゃったのって、小金井

の保育は質が高い、小金井の保育はいいとかっていう言い方が何か

悪く言うとちょっとふわふわふわふわある中ですごく具体的で確か

にそうかなって思える内容だったと思うので、何か形に残したほう

がいいと思うんですけど、何かその方に、いや、その臨職の方、来

てもらって。  

○福野委員    難しいのではないでしょうか。  

○東海林委員長  そういう感じなんですか。ほかの方でもいいんですけど、同じよ

うな方がいらっしゃると思うんで、話してもらってそのときの資料、

Ａ４、１枚でも資料になっとくと、それは何か証言じゃないですけ

ど、小金井市の保育のいいところを理解する上では何かすごくいい

ような気がするんですけど、ちょっと現実的じゃないですか。  

○河野委員長   なかなかちょっと来ていただくのは、この場に、難しいかなと思

いますので、もし各園の園長さんでそういうようなお話があるとか、

臨職さんからそういうの聞いてるっていうのがあれば、メモ程度で

いいですから、ちょっと資料として出しにくい話もあるかと思うん
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で。  

○東海林委員長  ああ、そうですね。・・・・できるか……。  

○河野委員長   なので、ちょっと。ただ、そういうお話をいろいろ把握なさりた

いっていうことであれば、事例としてちょっとお話ししていただく

ような形で対応させていただければありがたいんですけれど。  

○東海林委員長  ちなみに第１期では栄養士の方が来ていただいたり。  

○鈴木委員    看護師も出席しましたね。  

○東海林委員長  はい、そういった事例もまるっきりなくはないので。  

○海野委員    けやきの海野です。来てもらって話をするというのは、ちょっと

ハードルが高過ぎるんですけど、臨職さんで来てもらって、いろい

ろ前勤めていたところはこんな感じでねみたいな話はよく聞くんで

す。そういうお話をちょっと集めてくるっていうのはできますが、

前の保育園はこんなふうに大変だったんですよみたいな、そういう

話になっちゃうんですけど、そういうのではないんですよね、きっ

とね。  

○東海林委員長  そうか。  

○海野委員    でも、民間保育園とか、本当に小さな保育園の大変さっていうの

は、すごくひしひしとわかるっていうような話ではありました。た

だそういうふうな系統の話になってしまうので、そういう話のほう

が多いって感じで、今、先ほどお話しした人はけやきのこういうと

ころがやっぱりいいと思ったので、またここでちょっと働かせてく

ださいみたいな感じになったんですけど、そういうふうな話がたま

たまそのときはできたんですけども、どうですかね、集められます

か。  

○小方委員    アンケートしてみたりする。ちょっと誘導っぽくなっちゃうんで。

項目が難しいかな。  

○東海林委員長  いいこと書かないと継続してもらえない。  

○石倉委員    すみません、感想に近いんですけど、でも今のようなお話って、

私も余り聞いたことがないというか、ああ、なるほどって、だから、

そういうところで賃金とか、いろんなものを超えて来ていただいて

るって。やっぱり多分待遇をよくするっていうのが一番それがベス

トだと思うんですけど、そこっていろんな登場人物が、プレーヤー

が出てくるので、結構大変だと思うんで、いきなりじゃあ来月から

３００円増やしましょうっていう、個人事業主じゃないとなかなか

それは難しいことは重々承知をしていて、でも、何か今みたいな声

とか、例えば募集、採用とかに何か転換するとかってやると、ただ、

今ホームページ見てても、張り紙見てても、臨時職員募集、時給幾

らって。ただ、その字面だけ並べたら誰も、だって千幾らみたいな

話になっちゃうんだけど、例えば、こういう環境でみたいな場とか

があったら、あ、なるほどねとかっていうふうになって、少しその

心が動くかもしれないなとか、何かそういう今みたいな実際現場で

働いていらっしゃる臨職さんのそういった声みたいのを何かその採

用というかその辺のほうにフィードバックをすると、何か賃金じゃ

ない違うものもって、私こういう保育にかかわりたいんだみたいな
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人が一人でも増えてくれるんじゃないかなっていうちょっと期待感

みたいなのがあって、多分１個１個多分できることからやっていか

ないと、多分なかなか繰り返しだと賃金も増えないし、すぐにはで

すね。ずっとこの待遇だと保育園の皆さんの負担がすごく重くなる

しっていう、みんな八方塞がりになると思うんで、何か１個１個で

きることがあればアイデア出してやっていければいいなっていう、

感想に近いですけれど思いました。  

○小方委員    小方です。やっぱり口コミで引っ張ってきてくれる臨職さん同士

がっていうのもあるんです。すごくいい保育園だから、今足りない

からおいでよみたいな感じで、実際本当に引っ張ってきてくれた方

も中にはいますし、あと、やっぱり雇用の関係で税金だったり、保

険だったりの範囲内で働きたいっていう方たち多いんだけれども、

フルで働いてる人たちもいて、小金井市の正規の職員の募集が出た

らやりたいのにっていって、その人は臨時職員と言えないぐらいも

う長くうちの臨時職員やってくれている人なんですが、任期はどう

しても任期は、正規だったら受けたいのにっていう人がいたりして、

本当みんなやる気のある方たちが多いので、何とかねって思います。 

○東海林委員長  東海林です、すみません。ちなみに特に保護者の委員の方にお伺

いしたいんですけど、保育園って正規職員って言われてる方で任期

のあるなし、プラス臨時職員という方で、保育士の方が定年退職さ

れるとどういう方を補給する、産休に入るとどういう方を補給する、

育児休業に入るとどういう方を補給するというので、ルールってい

うか、あると思いますけど、そのあたりってどの程度ご存じという

か把握されていますか。僕、いまだに正直よくわからなくて、１期

でやってやっぱり話で聞いてそのときはわかるんですけど、すぐ忘

れちゃうのと、あと、各園に持ち帰ろうと思ったときにすごく難し

くここでの話をまとめて、正確にまとめられているかっていうのわ

からないので、ただ、ちょっと勉強チックになっちゃうのかもしれ

ないんですけど、１回何かそれって紙にまとめたほうがいいような

気がしてるんですけど、どうでしょうか。  

○細部委員    わかたけの細部です。私も前期からやってたんですけれど、余り

よくわかっていなくて、そういういろんな縛りやルールがある。例

えば、正規職員という言葉の中にも任期つきの正規職員とそうじゃ

ない採用の正規職員もあるっていうことも、多分後半のほうに初め

て気づいたというぐらいだったので、すごく難しくてわかりにくい

んですよね。実際、保育園に行くと、どの人が正職で、どの人が任

期つきでとか、どの人が臨職でとかいうのは、全然わからないと思

うんですけど、ある日突然、今まで仲よくしてくれた担任の先生が

もう今年で終わりなのっていってやめちゃうみたいなことに遭遇す

るケースってどうしても出てくるので、一度そういう基本ルールと

いうか、職員の方の採用のパターンだったり、どういう人の代替は

どういう人がつくみたいなものが、もしちょっとわかるようなもの

をいただけたら、すごくこの会で話ししていくときにも、もうちょ

っと的を得た発言ができたりとかするのではないかなという気はす
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るので、あるといいと思います。  

○萩原委員    くりのみ、萩原です。さっきもちょっとすみません、もやっとし

たまま自分の中で消化しちゃったんですけど、この国の配置基準と

小金井の配置基準と、実際正規と臨職さん、任期つき職員さんの配

置の何か基準の差がちょっとよくわからなくて、国の基準、何かぱ

っと覚えてるのは、ゼロ歳３人で何平米でみたいなのが、臨職さん

だと違ったりするんですか。  

○前島委員    くりのみ保育園の前島です。かわらないです、臨職さんも。  

○萩原委員    臨職さんも別に３人は３人、頭数３人っていうことですか。わか

りました。  

○東海林委員長  雇用形態にかかわらず、保育士っていう単位で捉えていると。  

○萩原委員    保育士っていう頭数として捉えているっていうことですね。  

○前島委員    はい。  

○萩原委員    小金井の基準と国の基準は同じ、イコール。配置基準は違うって

いうことですか。  

○鈴木委員    違います。ゼロ歳が３対１で、１歳は５対１だっけ、通常だと６

対１。厚く配置してる。  

○萩原委員    １歳は４対１ということですか。  

○鈴木委員    国の認可基準が６対１。  

○萩原委員    ６対１で、実際は。  

○鈴木委員    小金井は１歳は５対１。１人の保育士に対して５人の子どもです。 

○萩原委員    別に倍数じゃなくても大丈夫と。３人いれば。わかりました。  

○東海林委員長  そこがちょっとあるので、１人ほかのクラスへ行っても大丈夫っ

ていうさっきの話、という理解です。  

○萩原委員    もうそれが大丈夫って、さっきの話ですね。  

○鈴木委員    面積もゼロ、１歳は３．３平米。３．３か５でしたっけ。  

○海野委員    ３．３は平米数。平米数については同じです。  

○鈴木委員    ゼロ歳は変わってない。  

○長澤委員    小金井の長澤です。その小金井基準って何か見てわかるものがあ

るんですか。  

○鈴木委員    特に規定等しているのがないんですね。  

○長澤委員    何かそれがあると、ああ、小金井って国よりすごいんだとか、あ

あ、ここは国の基準なんだとかって何となくわかるんですけど、そ

れがないと、ふっと国の基準に例えば落ちる部分があったとしても、

国の基準なんで大丈夫ですって言われたら、ああ、そうかってなっ

ちゃうんです。  

○鈴木委員    国の基準なんで大丈夫です。  

○長澤委員    大丈夫なんですけど、でもあえて小金井基準を作ってるんであれ

ば、見せたほうがいいんじゃないかなと。  

○鈴木委員    小金井基準というよりは、旧都基準という言い方をしてたんです。

三位一体改革で補助金がなくなったのかな、交付税に算入されるっ

ていう扱いになったタイミング以前、国の認可基準より厚い対応を

してるところについて、その分の職員について補助が出てたんです

ね。それを取り入れてる自治体がほとんどです。２６市については、
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ほぼ１市か２市以外は小金井と同じ基準です。ただ、それは公立保

育園ですね。なので、民間保育園について独自の基準を持ってる自

治体もあります。いわゆる旧都基準に合わせるような厚い職員配置

であったり、面積の要件について違う基準を持ってる自治体、独自

の基準を持ってる市もありますけど、民間保育園については、基本

は通常の認可基準ですけど、昔からやってるところはそういう補助

が出ていたときからの厚い対応をとってたところもあると思います。

それが継続してる園もある可能性もあると思います。民間もまちま

ちっていうことですね。旧都基準に合わせてるところもあれば、現

行の認可基準に合わせてるところもあるというところですね。  

○長澤委員    それは市民はわかるんですか、何かこの保育園はそうだとか。  

○鈴木委員    積極的には公開してないかなと思います。公立については、別に

それを積極的に公開してるわけじゃないですから、多分皆さん入る

ときに公立のほう１歳は５対１だから入れようかって話されて入っ

た方はいらっしゃらないかなというふうに思います。知らないです

よね。  

○本間委員    本間です。今補助金ってお話があったんですけど、それって今も

継続はしている。  

○鈴木委員    してないです。  

○本間委員    してないということですね。  

○東海林委員長  東海林です。ちょっとここのところが大分盛り上がったところで

はございますけれども、またこれ多分来月も不足ゼロになってるっ

ていうのは第１期通じてなかったので、同じ表が出てくる形になる

ので、ちょっと一旦まとめさせていただくと、７月の次回でのとり

あえずやってみようかっていうのは、例の表を前のやつを資料か参

考資料でやってもらうというのと、それから、他市の募集状況につ

いて調べられる範囲で構わないのでちょっと様子見てもらうってい

うのと、それから、任期付とか任期なしとかっていう、今、小金井

の保育園でどういった働き方の方がいるのかっていう、ちょっとお

勉強というか、その資料をこれはじゃあ事務局のほうでお願いする

っていうことでよろしいでしょうか。  

○鈴木委員    はい。  

○東海林委員長  あと、個人的には、小金井で臨職をやっていただけてる背景とい

うところの、さっきの話のところは、何かすごくいい資料になりそ

うだなと思うんですけど、今後継続してちょっとどういういいやり

方があるかっていうのを含めて考えるっていう形でよろしいでしょ

うか。ほかに何か落としてるものとかってあったらご指摘ちょっと

いただきたいんですけど。特段なかったですかね。じゃあ一旦今回

はこんな感じで、この議題については終わらせましょうか。  

 じゃあ、次回日程。  

○河野委員長   それでは、次回日程の確認をさせていただければと思います。  

 暫時休憩させていただいて。  

休   憩  

再   開  
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○河野委員長   今、休憩中でしたので、再開いたします。  

 次回の日程は７月３０日の午後３時半からと決定させていただき

ます。場所は、追ってまたご通知を差し上げたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。  

○東海林委員長  ９月とかって決めるものですか。  

○河野委員長   ９月は議会が。  

○東海林委員長  じゃあ実施自体難しい……。  

        できれば、決まっているといいんですね。  

○河野委員長   ご予定でいつがいいっていうのがありますか。  

○東海林委員長  ９月は第１希望が２４、第２希望が９月の１７っていう感じです

けども、また午後で。  

○河野委員長   保護者の皆さんはそれで大丈夫ということですね。  

○東海林委員長  そうですね。  

○河野委員長   じゃあ園のほうはどうですか。９月の１７か２４で大丈夫ですか。

じゃあ、すみません、９月２４日で予定させていただければと思い

ます。時間は午後３時半ということで、９月２４日を。場所につい

て、また改めてご通知しますので。  

○海野委員    時間はもう３時半っていうのはもう決まりなんでしたっけ。  

○東海林委員長  とりあえず。  

○海野委員    とりあえず、はい、わかりました。  

○萩原委員    すみません、前後するんですけど、ちょっと７月３０日だと出席

できそうにないんですけど。申しわけございません。  

○東海林委員長  その先になっちゃうと、もう完全にわからない……、９月が限界。  

○河野委員長   それでは、その次に⑸のその他のほうに入りたいと思います。  

 資料でお配りしてございます、保護者アンケートの実施と施設の

視察について、第１期の活動実績のほうを報告させていただきます。

お願いします。  

○東海林委員長  資料１２７に過去の実績が載ってますが、この運協の中でほかの

保育園の現場視察と、これは去年からですけど、五園連でとってた

アンケートを運協でとるようにした。  

○鈴木委員    それ２６年からです。  

○東海林委員長  ２６年からですか、すみません。ということで、現場視察とアン

ケートというのを毎年やってます。これは今年もぜひやりたいなと

考えているんですけども、まず、アンケート調査のほうからちょっ

といきたいんですけれども、見ていただくとわかるように、夏で、

今年は２カ月に一遍ということなので、逆算すると、大体７月の次

の定例会っていうか運営協議会のところで大体方法を下敷きぐらい

はできてなきゃいけないっていうスケジュールになります。基本的

には、大体同じ内容にはなるかなと思ってます。継続してとること

が意味のある項目っていうのもあるので、毎年とっている項目って

いうのについては、今年も同じようにアンケートをとるかなと思っ

ているのと、もし委員の方の中で、今時点でぜひこういうことにつ

いてアンケートとりたいとかってご意見ちょっと……。  

○細部委員    すみません、時間が……、わかたけの細部ですけど、今年から０、
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１、２歳までしかない保育園から公立とか、ほかのその先も行く保

育園に上がってくる方が入ってきて、実際うちの園にもいっぱい来

ているようなんですけど、そういう方たちが次の保育園に移るまで

のときに何か苦労されてたことがあるのかとか、不安に思ったこと

があるかとかいうところの実態も少しあのアンケートの中に項目と

してあってもいいかなというふうに思います。  

○東海林委員長  じゃあ、３歳から初めて小金井市の公立園に来た……。  

○細部委員    小金井市のっていうか、何て言うんでしたっけ、すみません、言

葉がちょっと出てこなくて。  

○鈴木委員    小規模から……。  

○細部委員    そうです、小規模からの。  

○鈴木委員    特定地域型と言い方ですけども、家庭的保育事業と小規模ですね。

その０、１、２歳を対象とした施設なので、２７年新たに開設され、

２８年の４月から、今、細部さんがおっしゃったように、通常の認

可保育所のほうに移ってきている保護者の方がいるということです

よね。  

○細部委員    はい、基本は小規模とかにいた方は、次にちゃんと移行できます

よっていう前提がある中で、そこがでも確約できるようなルールに

なってるかっていうと、そうじゃないっていう話が前回のときにも

あったので、その中でそういう不安だったり、かなり大変な思いを

してやっと入りましたみたいなことが起きちゃっていないかどうか

っていうのは、ちょっと実態を把握したほうがいいかなと思います。 

○東海林委員長  ほかに何かありますか。ちょっとあと、５分でどうのっていうあ

れでもないのかもしれないので、一旦じゃあ、その細部さんのやつ

はいただいて、事務局のほうでアンケートのたたき台っていうか、

ほとんど完成に近い下敷きを７月のところでちょっと提示させてい

ただければなと思います。それで、７月のところで確認をしていた

だいて、できれば同じぐらいの時期に配ってアンケート実施ってい

うのができればいいのかなと、そんなつもりでおります。じゃあ、

保護者の委員の方はサイボウズか何かあれば共有していただいて、

という感じで大丈夫でしょうか。  

○鈴木委員    はい、ちょっと調整させてください。  

○東海林委員長  そうですね、わかりました。  

 その次に現場視察なんですけど、これも過去のを見ていただくと

わかるように、過去２年は基本的には、他市の民間園だったり、公

立園だったりっていうところに行きました。今年どうするかなんで

すけれども、恐らく委員の皆さんのほうでここを見てみたいという

のはあるかと思うんですけど、ちょっとご提案させていただくと、

小金井市の公立保育園って、僕、自分のところしか、自分の子ども

のところしか行ったことなくて、ただ、去年、五園連とかの話を聞

いてると、結構各園で違うなとかっていうのが、何か小金井市の５

園の中のほかのところに行ってみるっていうのもそれなりに有意義

なんじゃないかっていうふうに思い出していて、他市の園とか民間

園っていうのは、確かにこの運営協議会がすごくいい機会になって、
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そういう機会でもないと多分行けないので、それはそれで意味はあ

るとは思うんですけど、やっぱしどうしても見学みたいな感じにな

っちゃったりもするので、比較的市内の公立園であれば、調整も容

易かとは思うんで、そういうアイデアもちょっとご提案させていた

だきたいんですけど。というところで、皆さんのほうで、ぜひここ

に行ってみたいっていうのをもしあれば、今ちょっとお聞かせいた

だきたいと思いますが。  

○細部委員    たびたびすみません。わかたけ、細部ですが、去年行って思った

んですけれど、今まで視察どうやって行ってたかっていうと、マイ

クロバスに乗って２０人ぐらいでどっとその保育園に行くっていう

形態だったんですね。でも、多分その人数で来られてはっていって、

打診をしたけど蹴られた保育園もやはりあったようで、できればも

うちょっと少人数、前回も１チーム５人ぐらいで、園長先生とあと

保育課の方たちと保護者みたいな感じでチームを組んで、見る年齢

を分けたりしたんですけど、そのぐらいのチームだったらば、ちょ

っと保育園に見せてくださいって言っても余り大迷惑にはならない

かなっていう気がするので、そういう形で分けて５園みんなどこか

に行くみたいな形にして、同じ項目ちょっとチェックするようなと

ころは決めておいて持ち寄るみたいにするのもありかなと思うんで

すけど、もし市内じゃなくてほかに行くとしても、ちょっとそのぐ

らいの小さい集団にしてやったほうがいいかなというふうな気がす

るんですけど。  

○東海林委員長  やり方としては。ほかに。  

○石澤委員    さくら保育園の石澤です。去年もちょっとお話が出たと思うんで

すけど、小金井市の公立園以外の認可の保育園に、何かちょっと難

しかったっていう、昨年話があったんですけど、今早い段階からち

ょっと時期をもし長目にとって、何かどこか行けるところがあった

らな。今、細部さんおっしゃったみたいに、本当に少人数で分散し

て行けたりとかで見れたらなって引き続き思っています。  

○東海林委員長  具体的にこの園とかってあったりします。  

○石澤委員    いや、そんなに詳しくは知らないのでどこでも、はい。  

○東海林委員長  結構去年のわらしこ保育園なんかは、ぜひここにってピンポイン

トでお願いしたところではあったんですけど、委員の皆さんで特段

ないですか。  

○細部委員    市内以外、市内で公立……。  

○東海林委員長  全部含めて。  

○細部委員    学芸の森とかちょっと、ちょっと何か。  

○東海林委員長  何市。  

○細部委員    学芸大学の中に、小金井市内ですよね。  

○鈴木委員    認証保育所ですね。  

○細部委員    認証ですか。認証でも別にだめですかね。  

○鈴木委員    別にそれは、はい。受けていただけるかどうかは。  

○細部委員    もちろんそれはあると思うんですけど。  

○鈴木委員    意外と公立園とちょっと情報交換じゃないですけど、小金井保育
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園ともつながってたりとかですね。交流みたいなこともやってます

ので、交流っていうのかな、研修的なこととかね、つながりはあり

ます。  

○石倉委員    学芸の森は幼稚園が併設されててですね、普通の保育園とたしか

ちょっと環境が違うかもしれないので、そういう点では、参考にな

るかどうかはちょっとわからないものの、おもしろい視点が……。  

○鈴木委員    学芸大は幼稚園が附属の幼稚園なんですね。保育園のほうは、最

初に作ったときに、いわゆる事業所内、先生であったり、学生のお

子さんを預かる目的で作った保育所が２５年か、２５年のたしか１

１月か１２月に認証保育所に移行した、外からの一般のお子さんも

預かるという形に移行したところです。だから、附属ではないです

ね。  

○東海林委員長  ほか、今時点であったりしますか。今出たのは、小金井市の公立

５園、それか、小金井市の民間園、あとは、その学芸の森っていう。

一旦じゃあ３つぐらい案が出ましたので、ちょっとまたそれも調整

をさせていただきつつ、もしここにやっぱし行きたいとかっていう

のがあったら、保護者の委員の方はサイボウズとかで教えていただ

ければと思います。こんな感じですかね。  

○河野委員長   次第にございます議事のほうは、これでもう全て終了いたしまし

たので、もし何か特に委員のほうからほかになければ、これで終了

させていただきたいと思いますが、何かございますか。よろしいで

しょうか。  

 それでは、会議を閉じ、散会いたします。大変お疲れさまでござ

いました。  

閉   会  

 


